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生涯学習社会

めまぐるしく変化する社会

だれもが未知の事態への対応が迫られる

転職が当たり前の社会

１-１ ジェネリックスキルの背景と課題１-１ ジェネリックスキルの背景と課題

学問領域
特有の
スキル

職業特有

のスキル

学問領域
を超えて
共通する
スキル

学術的（大学）

社会的（労働の世界）

特定的 一般的

汎用的な

スキル

香川順子、吉川惠子
「汎用的スキルに関する概念整理と育成評価方法の探索」による

Generic
Skills

研究活動
（大学院）

社会活動
（企業）

高校

学士教育

ジェネリックスキルは、
高校までの教育におい
てその土台が形づくら
れ、学士教育過程を通
じて形成されていく

学び続ける力 ＋ どんな仕事にも移転可能な力
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学士課程の教育体系

Diploma Policy

Admission Policy／選抜・ＡＯ・推薦

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
／
プ
ロ
グ
レ
ス
シ
ー
ト

Curriculum･Policy

専門教育
↑

初年次教育

＋

キャリア教育

キャンパスライフ
に埋め込まれた学習

・挫折・葛藤
・異なる価値観

・ゼロからのスタート
･濃密集団への帰属

↓

如何にキッカケを
作るか？

課内活動課内活動 課外活動課外活動
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１-１ ジェネリックスキルの背景と課題１-１ ジェネリックスキルの背景と課題



・知識を活用して
課題を解決する
力

・習得した
知識を
活用する
ことで
育てられる

・経験を積むこと
で身についた

行動特性
・

・経験を
振り返り
意識して
行動する

ことで育成される

リテラシー コンピテンシー

知
識
を
学
ぶ

経
験
を
積
む

■ジェネリックスキルの２側面
リテラシー ＝ 実践的問題解決力
コンピテンシー ＝ 実践的環境交渉力

■ジェネリックスキルの２側面
リテラシー ＝ 実践的問題解決力
コンピテンシー ＝ 実践的環境交渉力

知的
コンピテンス

社会的・
コミュニケー

ション
コンピテンス

学び続ける力
の素養

どんな仕事
にも

移転可能な力
の素養

１-１ ジェネリックスキルの背景と課題１-１ ジェネリックスキルの背景と課題
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情報
収集力

情報
分析力

課題
発見力

構想力

表現力

実行力

問題解決の
プロセス

①情報収集力
課題発見・課題解決に向けて、
幅広い観点から適切な情報
源を見定め、適切な手段を用
いて情報を収集・調査し、それ
らを適切に整理する力

②情報分析力
事実・情報を思い込みや憶測
ではなく、客観的にかつ多角
的に整理・分類し、それらを統
合して隠れた構造を捉え、本
質を見きわめる力

③課題発見力
さまざまな角度、広い視野か
ら現象や現実を捉え、それの
背後に隠れているメカニズム
や原因について考察し、解決
すべき課題を発見する力

⑥実行力
問題解決のプロセスを俯瞰し、
解決策の実施をコントロール
しながら問題解決を遂行し、
それを評価する力

⑤表現力
状況や場面に即して、伝えた
いことを伝えたい相手に、的
確な手段を用いて伝える力

④構想力
さまざまな条件・制約を考慮し
ながら問題解決までのプロセ
スを構想し、その過程で想定
されるリスクや対処方法を構
想する力

問題解決のプロセスと６つの力

１-２ リテラシーの測定（構成概念）１-２ リテラシーの測定（構成概念）
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質問紙法に適した４つの領域を測定

１-２ リテラシーの測定（測定領域）１-２ リテラシーの測定（測定領域）
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①情報収集力

１-２ リテラシーの測定（問題例）１-２ リテラシーの測定（問題例）
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②情報分析力

１-２ リテラシーの測定（問題例）１-２ リテラシーの測定（問題例）
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③課題発見力

１-２ リテラシーの測定（問題例）１-２ リテラシーの測定（問題例）
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④構想力

１-２ リテラシーの測定（問題例）１-２ リテラシーの測定（問題例）
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環境と効果的に交渉する力を「対課題」・「対人」・「対自己」の領域に分けて測定環境と効果的に交渉する力を「対課題」・「対人」・「対自己」の領域に分けて測定
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１-３ コンピテンシーの測定（構成概念）１-３ コンピテンシーの測定（構成概念）



●課題を解決するにあたって（Q１７～Q２２）

Q１７） Q２１）【行動を起こす】　自ら物事にとりかかる、実行に移す

1
課題解決に向けて、どんな情報を集めれば良いかが
なかなか思いつかない

1
やらなければならないことでも、言い訳をつけてなか
なか実行に移さないことが多い

2 2

3
情報収集の範囲が限定的で、人から別の観点を指
摘されることが多い

3
多少いやなことでも、やらなければならないことは、
人から指示されたり支援されたりすれば行動に移す
ことができる

4 4

5
テーマや課題に対して、自分の思いつくままに様々
な方法で情報を集めることができる

5
やらなければならないことは行動に移すが、やったほ
うがいいと思うくらいでは、行動に移さないことも多い

6 6

7
課題発見・課題解決に向けて、どんな観点が必要か
を検討したうえで、幅広く情報を集めることができる

7
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは行動に移すほうだ

8 8

9
日頃から（学業、社会活動、仕事などに関連する）幅
広い情報に関心を持ち、収集したり、蓄積したり、人
脈を拡げることを怠らない

9
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは、躊躇せず、すぐに行動に移す

Q１８） Q２２）

1 情報を整理したり分析するようなことは苦手だ 1
一旦取り掛かり始めると、計画の遅れや状況変化に
気づかず、そのまま進めることが多い

2 2

3
自分なりに情報を集めて分析を進めるが、視点が狭
いとか、分析が浅いと言われることがある

3
計画の遅れや、状況変化に気づくのが遅く、行動修
正が間に合わなかったり、人からそのことを指摘され
たりすることが多い

4 4

5
思い込みや憶測をできるだけ入れずに情報を分析
し、状況をわかり易くまとめることができる

5
計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じ
て、行動を修正していくことができる

6 6

7
客観的に情報を整理し、問題とその原因について深
く考え仮説を立てることができる

7
計画を実行しながら、先行きを予見して、必要に応じ
て、早めに行動を修正することができる

8 8

9
事実が複雑に絡み合っている問題でも、情報を客観
的に分類・分析し、因果関係をわかり易く整理するこ
とができる

9
自分のことだけでなく全体的な視野にたって、周囲の
状況に気を配りながら先行きを予見し、早めに全体
の動きを修正することができる

Q１９） 【目標設定】　ゴールイメージを明確にし、目標を立てる

1
課題に対して、自分なりに目標設定することは少な
い

2

3
課題に対して、自分なりに目標を設定はするが、具
体性に欠けると指摘されることが多い

4

5
身近なテーマ、経験のある課題・業務であれば、行
動に結び付け易い具体的な目標を自分で設定するこ
とができる

6

7
大きな課題や新しいテーマの実現に向けても、行動
に結び付け易い具体的な目標を自分で設定すること
ができる

8

9
与えられた課題に対して、求められる水準以上の高
い目標を自ら設定し、その達成に向けて物事を進め
ることが多い

Q２０）

1
課題に取り組むとき、事前に計画を立てることは少な
いために、締切りに遅れたり、周囲に迷惑をかけるこ
とが多い

2

3
計画を自分なりに立てるが、分量と締切りの見積もり
が甘かったり、優先順位が上手くつけられないことが
多い

4

5
経験のあることや具体的にイメージできることについ
ては、実現の可能性の高い計画・手順を自分なりに
立てることができる

6 　

7
経験のあることについては、周囲との関係も考慮し
て、実現の可能性の高い計画・手順を立てることが
できる

8

9
初めてのことや抽象度が高いことでも、いつまでに何
をやるのかの具体的な行動計画を立てることができ
る

【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情
報を収集する

【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報をとらえ、
本質的な問題を見極める

【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計
画、シナリオを描く

【修正・調整】　状況をみながら、計画や行動を柔軟に変更する

Q９） 【意見を主張する】　集団の中で自分の意見を主張する Q１３）

1 話し合いの場では発言しない方だ 1 自分の強み・弱みがよくわからない

2 2 　

3
自信のあることについては、自分の意見を述べること
ができる

3
自分の強みはよくわからないが、弱みはわかってい
る

4 4

5
大抵の場合には、自信をもって意見をはっきりと主張
する方だ

5 自分の強みも弱みも理解している

6 6

7
意見が対立したり立場が上の人に対しても、自分の
意見をはっきりと述べることができる

7
普段から、自分の強みと弱みを意識しながら物事に
取組んでいる

8 8

9
意見が対立したり立場が上の人から理解を得られな
い場合であっても、妥協せず、自分の意見を粘り強く
主張することができる

9
他人と違う自分の強みや持ち味を認識しており、どん
な場面でそれが活かせるかイメージできる

Q１０） Q１４）

1
議論の場で進行役（まとめ役）的な動きをすることは
ほとんど無い

1 悪い結果を心配して、なかなか行動できない

2 2

3
他者の発言に賛否を返すなどして、議論には参加す
る

3
やり方や結果に確信が持てるまでに時間がかかり、
行動が遅くなりがちな方だ

4 4

5
発言の少ない人に意見を求めるなどして、周囲が場
に参加しやすいように働きかける

5
初めてのことや、興味がそれほど持てないことでも、
ある程度やり方や結果の見通しが持てれば取組んで
いく

6 6

7
全員に発言を促し、整理したり方向づけたりしなが
ら、議論を発展させていくことができる

7
あまり見通しが立たなくても、何事もやってみなけれ
ばわからないと考え、まず行動する方だ

8 8

9
意見が対立した場合でも、互いの意見を活かしなが
ら、さらに創造的な結論に導くことができる

9 常に良い結果をイメージしながら行動を優先している

●自分自身について（Q１１～Q１６）

Q１１） Q１５）

1
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情のままに
行動することが多い

1
自分から進んで行動するより、細かなことでも人から
指示されるのを待って行動することが多い

2 2

3
自分の感情・気持ちについて、日ごろは意識しない
が、感情のまま行動したあとで（時間をおいて）振り
返ることがある

3
任されたことは、最後まで自分の責任で行うより、途
中途中で人から判断してもらいながら進めることが多
い

4 4

5
自分の感情が高ぶったり、落ち込んだりした時に、
いったん立ち止まってから行動するようにしている

5
任されたことは、細かな指示を仰がなくても、自分の
責任で判断しながら進めることができる

6 6

7
自分の感情をそのまま表現するのではなく、冷静に
なって言葉にすることができる

7
自分への期待を意識して、すべきことを自分で考え
行動に移すことができる

8 8

9
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情を自分で
受け止め、解消していくことができる

9
求められたり期待されたりすること以上のことを、自
発的に行うことができる

Q１２） Q１６）

1
ちょっとしたことでも、動揺したり落ち込んだりして、な
かなか立ち直れない

1
一度始めても、直ぐに面倒になってやめてしまった
り、我慢が続かない方だ

2 2

3
ちょっとしたことですぐ動揺したり落ち込んだりする
が、あまり長くは引きずらずに、次に進むことができ
る

3
一度始めても、障害や困難を感じると、投げ出してし
まいがちだ

4 4

5
失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり落ち込ん
だりすることはあるが、長くは引きずらずに、次に進
むことができる

5 一度始めたことは最後まであきらめず頑張る方だ

6 6

7
ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、あまり動
揺しないで上手く対処できる

7 一度始めたことは必ず最後までやり切る

8 8

9
非常に強いストレスや、大きなプレッシャーがかかる
場面でも動揺することなく上手く対処できる

9
障害があっても、一度取り掛かったことは自分が納得
できるまで粘り強くやり遂げる

【自己効力感・楽観的思考】　自分に自信をもつ、前向き
でポジティブな考えをもつ

【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及
ぼすストレスを処理する

【完遂】　一度決めたことはやり切る、粘り強く取組みや
り遂げる

【主体的行動】　自分の意志や判断において自ら進んで
行動する

【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のため
に自ら集団に働きかける

【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し言
葉で表現する

【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強み
を認識する

●人に対して（Q１～Q４） ●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q１） 【親しみ易さ】　話しかけ易い雰囲気をつくる Q５）

1 無愛想な方だ 1 集団の活動には非協力的な方である

2 2

3 大抵の人には笑顔で接することができる 3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4 4

5 （人から）話しかけられやすい方だ 5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6 6

7 誰とでも気軽に話せる 7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8 8

9
初対面の人達と容易になごやかな関係をつくること
ができる

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

Q２） 【気配り】　相手の立場に立って思いやる Q６）

1 人の気持ちに鈍感な方だ 1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2 2

3 相手の立場に立って考えるように心がけている 3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4 4

5 人の気持ちを思いやることができる 5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6 6

7 特別意識しなくても、自然に気遣いをしている 7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8 8

9
相手が気づいていないようなことにまで細やかな気
配りができる

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

Q３） Q７） 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う

1 人の考え方や感情に関心がない方だ 1
他の人が困っていても、頼まれなければ手助けしな
い方だ

2 2

3 人の考え方や感情を理解するよう心がけている 3
自分の役割だけでなく、周囲の状況にも気を配るよう
に心がけている

4 4

5
相手の立場に立って、感情を受けとめながら話を聴く
ことができる

5
周囲の状況に気を配り、タイミングよく手助けすること
ができる

6 6

7
相手の感情を受けとめ、理解していることを態度や
言葉で示すことができる

7
周囲の状況に気を配るだけでなく、自分の不足して
いる点を周囲を巻き込みながら補って、課題に取組
むことができる

8 8

9
相手の感情だけでなく、価値観や発言の背景までも
理解しながら話を聴き、それを態度や言葉で示すこと
ができる

9
参加者が互いに助け合い、力を補完しあうようなしく
みや環境をつくりだすことができる

●話し合いの場面で(Q８～Q１０)

Q４） 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる Q８）

1
自分と異なる意見や価値観をもつ人とはうまくつきあ
えない方だ

1 説明が不足して話が伝わらない

2 2

3
自分と異なる意見や価値観に出会った場合、戸惑い
ながらも理解しようとする

3
自分の考えは言うが、必ずしも筋道立てた話し方が
できているとはいえない

4 4

5
自分と異なる様々な意見や価値観でも、偏見なく理
解することができる

5 自分の考えを筋道を立てて話すことができる

6 6

7
自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入
れることができる

7
自分の考えを相手にわかりやすく（相手が理解し易
いように）伝えることができる

8 8

9
自分と異なる意見や価値観を尊重し、積極的に人間
関係を広げていくことができる

9
自分の考えを明解に意志・情熱を込めて伝えること
ができる

設問１．

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

【話し合う】　話し合いに積極的に参加する、話し合いの
場づくりをする

下記Q１～Q２３について、各々、1～9の選択肢の中で、自分はどれに近いと思いますか。あてはまる数字の横の□にチェック（レ）を入れてください 　　　　　　

　＊文章のない偶数は、その前後の奇数の中間程度とお考えください。〔例：2は1と3の中間程度〕

【対人興味・共感・受容】　人に興味をもつ・相手の話に
共感し受けとめる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

氏名社会人「基礎力」セルフチェック票

Q６）

1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2

3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4

5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6

7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q５）

1 集団の活動には非協力的な方である

2

3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4

5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6

7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

∨

∨

●課題を解決するにあたって（Q１７～Q２２）

Q１７） Q２１）【行動を起こす】　自ら物事にとりかかる、実行に移す

1
課題解決に向けて、どんな情報を集めれば良いかが
なかなか思いつかない

1
やらなければならないことでも、言い訳をつけてなか
なか実行に移さないことが多い

2 2

3
情報収集の範囲が限定的で、人から別の観点を指
摘されることが多い

3
多少いやなことでも、やらなければならないことは、
人から指示されたり支援されたりすれば行動に移す
ことができる

4 4

5
テーマや課題に対して、自分の思いつくままに様々
な方法で情報を集めることができる

5
やらなければならないことは行動に移すが、やったほ
うがいいと思うくらいでは、行動に移さないことも多い

6 6

7
課題発見・課題解決に向けて、どんな観点が必要か
を検討したうえで、幅広く情報を集めることができる

7
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは行動に移すほうだ

8 8

9
日頃から（学業、社会活動、仕事などに関連する）幅
広い情報に関心を持ち、収集したり、蓄積したり、人
脈を拡げることを怠らない

9
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは、躊躇せず、すぐに行動に移す

Q１８） Q２２）

1 情報を整理したり分析するようなことは苦手だ 1
一旦取り掛かり始めると、計画の遅れや状況変化に
気づかず、そのまま進めることが多い

2 2

3
自分なりに情報を集めて分析を進めるが、視点が狭
いとか、分析が浅いと言われることがある

3
計画の遅れや、状況変化に気づくのが遅く、行動修
正が間に合わなかったり、人からそのことを指摘され
たりすることが多い

4 4

5
思い込みや憶測をできるだけ入れずに情報を分析
し、状況をわかり易くまとめることができる

5
計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じ
て、行動を修正していくことができる

6 6

7
客観的に情報を整理し、問題とその原因について深
く考え仮説を立てることができる

7
計画を実行しながら、先行きを予見して、必要に応じ
て、早めに行動を修正することができる

8 8

9
事実が複雑に絡み合っている問題でも、情報を客観
的に分類・分析し、因果関係をわかり易く整理するこ
とができる

9
自分のことだけでなく全体的な視野にたって、周囲の
状況に気を配りながら先行きを予見し、早めに全体
の動きを修正することができる

Q１９） 【目標設定】　ゴールイメージを明確にし、目標を立てる

1
課題に対して、自分なりに目標設定することは少な
い

2

3
課題に対して、自分なりに目標を設定はするが、具
体性に欠けると指摘されることが多い

4

5
身近なテーマ、経験のある課題・業務であれば、行
動に結び付け易い具体的な目標を自分で設定するこ
とができる

6

7
大きな課題や新しいテーマの実現に向けても、行動
に結び付け易い具体的な目標を自分で設定すること
ができる

8

9
与えられた課題に対して、求められる水準以上の高
い目標を自ら設定し、その達成に向けて物事を進め
ることが多い

Q２０）

1
課題に取り組むとき、事前に計画を立てることは少な
いために、締切りに遅れたり、周囲に迷惑をかけるこ
とが多い

2

3
計画を自分なりに立てるが、分量と締切りの見積もり
が甘かったり、優先順位が上手くつけられないことが
多い

4

5
経験のあることや具体的にイメージできることについ
ては、実現の可能性の高い計画・手順を自分なりに
立てることができる

6 　

7
経験のあることについては、周囲との関係も考慮し
て、実現の可能性の高い計画・手順を立てることが
できる

8

9
初めてのことや抽象度が高いことでも、いつまでに何
をやるのかの具体的な行動計画を立てることができ
る

【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情
報を収集する

【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報をとらえ、
本質的な問題を見極める

【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計
画、シナリオを描く

【修正・調整】　状況をみながら、計画や行動を柔軟に変更する

Q９） 【意見を主張する】　集団の中で自分の意見を主張する Q１３）

1 話し合いの場では発言しない方だ 1 自分の強み・弱みがよくわからない

2 2 　

3
自信のあることについては、自分の意見を述べること
ができる

3
自分の強みはよくわからないが、弱みはわかってい
る

4 4

5
大抵の場合には、自信をもって意見をはっきりと主張
する方だ

5 自分の強みも弱みも理解している

6 6

7
意見が対立したり立場が上の人に対しても、自分の
意見をはっきりと述べることができる

7
普段から、自分の強みと弱みを意識しながら物事に
取組んでいる

8 8

9
意見が対立したり立場が上の人から理解を得られな
い場合であっても、妥協せず、自分の意見を粘り強く
主張することができる

9
他人と違う自分の強みや持ち味を認識しており、どん
な場面でそれが活かせるかイメージできる

Q１０） Q１４）

1
議論の場で進行役（まとめ役）的な動きをすることは
ほとんど無い

1 悪い結果を心配して、なかなか行動できない

2 2

3
他者の発言に賛否を返すなどして、議論には参加す
る

3
やり方や結果に確信が持てるまでに時間がかかり、
行動が遅くなりがちな方だ

4 4

5
発言の少ない人に意見を求めるなどして、周囲が場
に参加しやすいように働きかける

5
初めてのことや、興味がそれほど持てないことでも、
ある程度やり方や結果の見通しが持てれば取組んで
いく

6 6

7
全員に発言を促し、整理したり方向づけたりしなが
ら、議論を発展させていくことができる

7
あまり見通しが立たなくても、何事もやってみなけれ
ばわからないと考え、まず行動する方だ

8 8

9
意見が対立した場合でも、互いの意見を活かしなが
ら、さらに創造的な結論に導くことができる

9 常に良い結果をイメージしながら行動を優先している

●自分自身について（Q１１～Q１６）

Q１１） Q１５）

1
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情のままに
行動することが多い

1
自分から進んで行動するより、細かなことでも人から
指示されるのを待って行動することが多い

2 2

3
自分の感情・気持ちについて、日ごろは意識しない
が、感情のまま行動したあとで（時間をおいて）振り
返ることがある

3
任されたことは、最後まで自分の責任で行うより、途
中途中で人から判断してもらいながら進めることが多
い

4 4

5
自分の感情が高ぶったり、落ち込んだりした時に、
いったん立ち止まってから行動するようにしている

5
任されたことは、細かな指示を仰がなくても、自分の
責任で判断しながら進めることができる

6 6

7
自分の感情をそのまま表現するのではなく、冷静に
なって言葉にすることができる

7
自分への期待を意識して、すべきことを自分で考え
行動に移すことができる

8 8

9
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情を自分で
受け止め、解消していくことができる

9
求められたり期待されたりすること以上のことを、自
発的に行うことができる

Q１２） Q１６）

1
ちょっとしたことでも、動揺したり落ち込んだりして、な
かなか立ち直れない

1
一度始めても、直ぐに面倒になってやめてしまった
り、我慢が続かない方だ

2 2

3
ちょっとしたことですぐ動揺したり落ち込んだりする
が、あまり長くは引きずらずに、次に進むことができ
る

3
一度始めても、障害や困難を感じると、投げ出してし
まいがちだ

4 4

5
失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり落ち込ん
だりすることはあるが、長くは引きずらずに、次に進
むことができる

5 一度始めたことは最後まであきらめず頑張る方だ

6 6

7
ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、あまり動
揺しないで上手く対処できる

7 一度始めたことは必ず最後までやり切る

8 8

9
非常に強いストレスや、大きなプレッシャーがかかる
場面でも動揺することなく上手く対処できる

9
障害があっても、一度取り掛かったことは自分が納得
できるまで粘り強くやり遂げる

【自己効力感・楽観的思考】　自分に自信をもつ、前向き
でポジティブな考えをもつ

【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及
ぼすストレスを処理する

【完遂】　一度決めたことはやり切る、粘り強く取組みや
り遂げる

【主体的行動】　自分の意志や判断において自ら進んで
行動する

【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のため
に自ら集団に働きかける

【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し言
葉で表現する

【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強み
を認識する

●人に対して（Q１～Q４） ●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q１） 【親しみ易さ】　話しかけ易い雰囲気をつくる Q５）

1 無愛想な方だ 1 集団の活動には非協力的な方である

2 2

3 大抵の人には笑顔で接することができる 3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4 4

5 （人から）話しかけられやすい方だ 5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6 6

7 誰とでも気軽に話せる 7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8 8

9
初対面の人達と容易になごやかな関係をつくること
ができる

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

Q２） 【気配り】　相手の立場に立って思いやる Q６）

1 人の気持ちに鈍感な方だ 1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2 2

3 相手の立場に立って考えるように心がけている 3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4 4

5 人の気持ちを思いやることができる 5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6 6

7 特別意識しなくても、自然に気遣いをしている 7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8 8

9
相手が気づいていないようなことにまで細やかな気
配りができる

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

Q３） Q７） 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う

1 人の考え方や感情に関心がない方だ 1
他の人が困っていても、頼まれなければ手助けしな
い方だ

2 2

3 人の考え方や感情を理解するよう心がけている 3
自分の役割だけでなく、周囲の状況にも気を配るよう
に心がけている

4 4

5
相手の立場に立って、感情を受けとめながら話を聴く
ことができる

5
周囲の状況に気を配り、タイミングよく手助けすること
ができる

6 6

7
相手の感情を受けとめ、理解していることを態度や
言葉で示すことができる

7
周囲の状況に気を配るだけでなく、自分の不足して
いる点を周囲を巻き込みながら補って、課題に取組
むことができる

8 8

9
相手の感情だけでなく、価値観や発言の背景までも
理解しながら話を聴き、それを態度や言葉で示すこと
ができる

9
参加者が互いに助け合い、力を補完しあうようなしく
みや環境をつくりだすことができる

●話し合いの場面で(Q８～Q１０)

Q４） 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる Q８）

1
自分と異なる意見や価値観をもつ人とはうまくつきあ
えない方だ

1 説明が不足して話が伝わらない

2 2

3
自分と異なる意見や価値観に出会った場合、戸惑い
ながらも理解しようとする

3
自分の考えは言うが、必ずしも筋道立てた話し方が
できているとはいえない

4 4

5
自分と異なる様々な意見や価値観でも、偏見なく理
解することができる

5 自分の考えを筋道を立てて話すことができる

6 6

7
自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入
れることができる

7
自分の考えを相手にわかりやすく（相手が理解し易
いように）伝えることができる

8 8

9
自分と異なる意見や価値観を尊重し、積極的に人間
関係を広げていくことができる

9
自分の考えを明解に意志・情熱を込めて伝えること
ができる

設問１．

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

【話し合う】　話し合いに積極的に参加する、話し合いの
場づくりをする

下記Q１～Q２３について、各々、1～9の選択肢の中で、自分はどれに近いと思いますか。あてはまる数字の横の□にチェック（レ）を入れてください 　　　　　　

　＊文章のない偶数は、その前後の奇数の中間程度とお考えください。〔例：2は1と3の中間程度〕

【対人興味・共感・受容】　人に興味をもつ・相手の話に
共感し受けとめる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

氏名社会人「基礎力」セルフチェック票

●課題を解決するにあたって（Q１７～Q２２）

Q１７） Q２１）【行動を起こす】　自ら物事にとりかかる、実行に移す

1
課題解決に向けて、どんな情報を集めれば良いかが
なかなか思いつかない

1
やらなければならないことでも、言い訳をつけてなか
なか実行に移さないことが多い

2 2

3
情報収集の範囲が限定的で、人から別の観点を指
摘されることが多い

3
多少いやなことでも、やらなければならないことは、
人から指示されたり支援されたりすれば行動に移す
ことができる

4 4

5
テーマや課題に対して、自分の思いつくままに様々
な方法で情報を集めることができる

5
やらなければならないことは行動に移すが、やったほ
うがいいと思うくらいでは、行動に移さないことも多い

6 6

7
課題発見・課題解決に向けて、どんな観点が必要か
を検討したうえで、幅広く情報を集めることができる

7
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは行動に移すほうだ

8 8

9
日頃から（学業、社会活動、仕事などに関連する）幅
広い情報に関心を持ち、収集したり、蓄積したり、人
脈を拡げることを怠らない

9
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは、躊躇せず、すぐに行動に移す

Q１８） Q２２）

1 情報を整理したり分析するようなことは苦手だ 1
一旦取り掛かり始めると、計画の遅れや状況変化に
気づかず、そのまま進めることが多い

2 2

3
自分なりに情報を集めて分析を進めるが、視点が狭
いとか、分析が浅いと言われることがある

3
計画の遅れや、状況変化に気づくのが遅く、行動修
正が間に合わなかったり、人からそのことを指摘され
たりすることが多い

4 4

5
思い込みや憶測をできるだけ入れずに情報を分析
し、状況をわかり易くまとめることができる

5
計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じ
て、行動を修正していくことができる

6 6

7
客観的に情報を整理し、問題とその原因について深
く考え仮説を立てることができる

7
計画を実行しながら、先行きを予見して、必要に応じ
て、早めに行動を修正することができる

8 8

9
事実が複雑に絡み合っている問題でも、情報を客観
的に分類・分析し、因果関係をわかり易く整理するこ
とができる

9
自分のことだけでなく全体的な視野にたって、周囲の
状況に気を配りながら先行きを予見し、早めに全体
の動きを修正することができる

Q１９） 【目標設定】　ゴールイメージを明確にし、目標を立てる

1
課題に対して、自分なりに目標設定することは少な
い

2

3
課題に対して、自分なりに目標を設定はするが、具
体性に欠けると指摘されることが多い

4

5
身近なテーマ、経験のある課題・業務であれば、行
動に結び付け易い具体的な目標を自分で設定するこ
とができる

6

7
大きな課題や新しいテーマの実現に向けても、行動
に結び付け易い具体的な目標を自分で設定すること
ができる

8

9
与えられた課題に対して、求められる水準以上の高
い目標を自ら設定し、その達成に向けて物事を進め
ることが多い

Q２０）

1
課題に取り組むとき、事前に計画を立てることは少な
いために、締切りに遅れたり、周囲に迷惑をかけるこ
とが多い

2

3
計画を自分なりに立てるが、分量と締切りの見積もり
が甘かったり、優先順位が上手くつけられないことが
多い

4

5
経験のあることや具体的にイメージできることについ
ては、実現の可能性の高い計画・手順を自分なりに
立てることができる

6 　

7
経験のあることについては、周囲との関係も考慮し
て、実現の可能性の高い計画・手順を立てることが
できる

8

9
初めてのことや抽象度が高いことでも、いつまでに何
をやるのかの具体的な行動計画を立てることができ
る

【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情
報を収集する

【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報をとらえ、
本質的な問題を見極める

【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計
画、シナリオを描く

【修正・調整】　状況をみながら、計画や行動を柔軟に変更する

●課題を解決するにあたって（Q１７～Q２２）

Q１７） Q２１）【行動を起こす】　自ら物事にとりかかる、実行に移す

1
課題解決に向けて、どんな情報を集めれば良いかが
なかなか思いつかない

1
やらなければならないことでも、言い訳をつけてなか
なか実行に移さないことが多い

2 2

3
情報収集の範囲が限定的で、人から別の観点を指
摘されることが多い

3
多少いやなことでも、やらなければならないことは、
人から指示されたり支援されたりすれば行動に移す
ことができる

4 4

5
テーマや課題に対して、自分の思いつくままに様々
な方法で情報を集めることができる

5
やらなければならないことは行動に移すが、やったほ
うがいいと思うくらいでは、行動に移さないことも多い

6 6

7
課題発見・課題解決に向けて、どんな観点が必要か
を検討したうえで、幅広く情報を集めることができる

7
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは行動に移すほうだ

8 8

9
日頃から（学業、社会活動、仕事などに関連する）幅
広い情報に関心を持ち、収集したり、蓄積したり、人
脈を拡げることを怠らない

9
やらなければならないことや、やったほうがいいと
思ったことは、躊躇せず、すぐに行動に移す

Q１８） Q２２）

1 情報を整理したり分析するようなことは苦手だ 1
一旦取り掛かり始めると、計画の遅れや状況変化に
気づかず、そのまま進めることが多い

2 2

3
自分なりに情報を集めて分析を進めるが、視点が狭
いとか、分析が浅いと言われることがある

3
計画の遅れや、状況変化に気づくのが遅く、行動修
正が間に合わなかったり、人からそのことを指摘され
たりすることが多い

4 4

5
思い込みや憶測をできるだけ入れずに情報を分析
し、状況をわかり易くまとめることができる

5
計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じ
て、行動を修正していくことができる

6 6

7
客観的に情報を整理し、問題とその原因について深
く考え仮説を立てることができる

7
計画を実行しながら、先行きを予見して、必要に応じ
て、早めに行動を修正することができる

8 8

9
事実が複雑に絡み合っている問題でも、情報を客観
的に分類・分析し、因果関係をわかり易く整理するこ
とができる

9
自分のことだけでなく全体的な視野にたって、周囲の
状況に気を配りながら先行きを予見し、早めに全体
の動きを修正することができる

Q１９） 【目標設定】　ゴールイメージを明確にし、目標を立てる

1
課題に対して、自分なりに目標設定することは少な
い

2

3
課題に対して、自分なりに目標を設定はするが、具
体性に欠けると指摘されることが多い

4

5
身近なテーマ、経験のある課題・業務であれば、行
動に結び付け易い具体的な目標を自分で設定するこ
とができる

6

7
大きな課題や新しいテーマの実現に向けても、行動
に結び付け易い具体的な目標を自分で設定すること
ができる

8

9
与えられた課題に対して、求められる水準以上の高
い目標を自ら設定し、その達成に向けて物事を進め
ることが多い

Q２０）

1
課題に取り組むとき、事前に計画を立てることは少な
いために、締切りに遅れたり、周囲に迷惑をかけるこ
とが多い

2

3
計画を自分なりに立てるが、分量と締切りの見積もり
が甘かったり、優先順位が上手くつけられないことが
多い

4

5
経験のあることや具体的にイメージできることについ
ては、実現の可能性の高い計画・手順を自分なりに
立てることができる

6 　

7
経験のあることについては、周囲との関係も考慮し
て、実現の可能性の高い計画・手順を立てることが
できる

8

9
初めてのことや抽象度が高いことでも、いつまでに何
をやるのかの具体的な行動計画を立てることができ
る

【情報収集】　必要に応じて、適切な方法を選択して情
報を収集する

【本質理解】　事実に基づいて客観的に情報をとらえ、
本質的な問題を見極める

【シナリオ構築】　目標の実現に向けた効果的な行動計
画、シナリオを描く

【修正・調整】　状況をみながら、計画や行動を柔軟に変更する

Q９） 【意見を主張する】　集団の中で自分の意見を主張する Q１３）

1 話し合いの場では発言しない方だ 1 自分の強み・弱みがよくわからない

2 2 　

3
自信のあることについては、自分の意見を述べること
ができる

3
自分の強みはよくわからないが、弱みはわかってい
る

4 4

5
大抵の場合には、自信をもって意見をはっきりと主張
する方だ

5 自分の強みも弱みも理解している

6 6

7
意見が対立したり立場が上の人に対しても、自分の
意見をはっきりと述べることができる

7
普段から、自分の強みと弱みを意識しながら物事に
取組んでいる

8 8

9
意見が対立したり立場が上の人から理解を得られな
い場合であっても、妥協せず、自分の意見を粘り強く
主張することができる

9
他人と違う自分の強みや持ち味を認識しており、どん
な場面でそれが活かせるかイメージできる

Q１０） Q１４）

1
議論の場で進行役（まとめ役）的な動きをすることは
ほとんど無い

1 悪い結果を心配して、なかなか行動できない

2 2

3
他者の発言に賛否を返すなどして、議論には参加す
る

3
やり方や結果に確信が持てるまでに時間がかかり、
行動が遅くなりがちな方だ

4 4

5
発言の少ない人に意見を求めるなどして、周囲が場
に参加しやすいように働きかける

5
初めてのことや、興味がそれほど持てないことでも、
ある程度やり方や結果の見通しが持てれば取組んで
いく

6 6

7
全員に発言を促し、整理したり方向づけたりしなが
ら、議論を発展させていくことができる

7
あまり見通しが立たなくても、何事もやってみなけれ
ばわからないと考え、まず行動する方だ

8 8

9
意見が対立した場合でも、互いの意見を活かしなが
ら、さらに創造的な結論に導くことができる

9 常に良い結果をイメージしながら行動を優先している

●自分自身について（Q１１～Q１６）

Q１１） Q１５）

1
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情のままに
行動することが多い

1
自分から進んで行動するより、細かなことでも人から
指示されるのを待って行動することが多い

2 2

3
自分の感情・気持ちについて、日ごろは意識しない
が、感情のまま行動したあとで（時間をおいて）振り
返ることがある

3
任されたことは、最後まで自分の責任で行うより、途
中途中で人から判断してもらいながら進めることが多
い

4 4

5
自分の感情が高ぶったり、落ち込んだりした時に、
いったん立ち止まってから行動するようにしている

5
任されたことは、細かな指示を仰がなくても、自分の
責任で判断しながら進めることができる

6 6

7
自分の感情をそのまま表現するのではなく、冷静に
なって言葉にすることができる

7
自分への期待を意識して、すべきことを自分で考え
行動に移すことができる

8 8

9
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情を自分で
受け止め、解消していくことができる

9
求められたり期待されたりすること以上のことを、自
発的に行うことができる

Q１２） Q１６）

1
ちょっとしたことでも、動揺したり落ち込んだりして、な
かなか立ち直れない

1
一度始めても、直ぐに面倒になってやめてしまった
り、我慢が続かない方だ

2 2

3
ちょっとしたことですぐ動揺したり落ち込んだりする
が、あまり長くは引きずらずに、次に進むことができ
る

3
一度始めても、障害や困難を感じると、投げ出してし
まいがちだ

4 4

5
失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり落ち込ん
だりすることはあるが、長くは引きずらずに、次に進
むことができる

5 一度始めたことは最後まであきらめず頑張る方だ

6 6

7
ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、あまり動
揺しないで上手く対処できる

7 一度始めたことは必ず最後までやり切る

8 8

9
非常に強いストレスや、大きなプレッシャーがかかる
場面でも動揺することなく上手く対処できる

9
障害があっても、一度取り掛かったことは自分が納得
できるまで粘り強くやり遂げる

【自己効力感・楽観的思考】　自分に自信をもつ、前向き
でポジティブな考えをもつ

【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及
ぼすストレスを処理する

【完遂】　一度決めたことはやり切る、粘り強く取組みや
り遂げる

【主体的行動】　自分の意志や判断において自ら進んで
行動する

【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のため
に自ら集団に働きかける

【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し言
葉で表現する

【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強み
を認識する

Q９） 【意見を主張する】　集団の中で自分の意見を主張する Q１３）

1 話し合いの場では発言しない方だ 1 自分の強み・弱みがよくわからない

2 2 　

3
自信のあることについては、自分の意見を述べること
ができる

3
自分の強みはよくわからないが、弱みはわかってい
る

4 4

5
大抵の場合には、自信をもって意見をはっきりと主張
する方だ

5 自分の強みも弱みも理解している

6 6

7
意見が対立したり立場が上の人に対しても、自分の
意見をはっきりと述べることができる

7
普段から、自分の強みと弱みを意識しながら物事に
取組んでいる

8 8

9
意見が対立したり立場が上の人から理解を得られな
い場合であっても、妥協せず、自分の意見を粘り強く
主張することができる

9
他人と違う自分の強みや持ち味を認識しており、どん
な場面でそれが活かせるかイメージできる

Q１０） Q１４）

1
議論の場で進行役（まとめ役）的な動きをすることは
ほとんど無い

1 悪い結果を心配して、なかなか行動できない

2 2

3
他者の発言に賛否を返すなどして、議論には参加す
る

3
やり方や結果に確信が持てるまでに時間がかかり、
行動が遅くなりがちな方だ

4 4

5
発言の少ない人に意見を求めるなどして、周囲が場
に参加しやすいように働きかける

5
初めてのことや、興味がそれほど持てないことでも、
ある程度やり方や結果の見通しが持てれば取組んで
いく

6 6

7
全員に発言を促し、整理したり方向づけたりしなが
ら、議論を発展させていくことができる

7
あまり見通しが立たなくても、何事もやってみなけれ
ばわからないと考え、まず行動する方だ

8 8

9
意見が対立した場合でも、互いの意見を活かしなが
ら、さらに創造的な結論に導くことができる

9 常に良い結果をイメージしながら行動を優先している

●自分自身について（Q１１～Q１６）

Q１１） Q１５）

1
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情のままに
行動することが多い

1
自分から進んで行動するより、細かなことでも人から
指示されるのを待って行動することが多い

2 2

3
自分の感情・気持ちについて、日ごろは意識しない
が、感情のまま行動したあとで（時間をおいて）振り
返ることがある

3
任されたことは、最後まで自分の責任で行うより、途
中途中で人から判断してもらいながら進めることが多
い

4 4

5
自分の感情が高ぶったり、落ち込んだりした時に、
いったん立ち止まってから行動するようにしている

5
任されたことは、細かな指示を仰がなくても、自分の
責任で判断しながら進めることができる

6 6

7
自分の感情をそのまま表現するのではなく、冷静に
なって言葉にすることができる

7
自分への期待を意識して、すべきことを自分で考え
行動に移すことができる

8 8

9
怒り、焦り、不快、不満、不安といった感情を自分で
受け止め、解消していくことができる

9
求められたり期待されたりすること以上のことを、自
発的に行うことができる

Q１２） Q１６）

1
ちょっとしたことでも、動揺したり落ち込んだりして、な
かなか立ち直れない

1
一度始めても、直ぐに面倒になってやめてしまった
り、我慢が続かない方だ

2 2

3
ちょっとしたことですぐ動揺したり落ち込んだりする
が、あまり長くは引きずらずに、次に進むことができ
る

3
一度始めても、障害や困難を感じると、投げ出してし
まいがちだ

4 4

5
失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり落ち込ん
だりすることはあるが、長くは引きずらずに、次に進
むことができる

5 一度始めたことは最後まであきらめず頑張る方だ

6 6

7
ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、あまり動
揺しないで上手く対処できる

7 一度始めたことは必ず最後までやり切る

8 8

9
非常に強いストレスや、大きなプレッシャーがかかる
場面でも動揺することなく上手く対処できる

9
障害があっても、一度取り掛かったことは自分が納得
できるまで粘り強くやり遂げる

【自己効力感・楽観的思考】　自分に自信をもつ、前向き
でポジティブな考えをもつ

【ストレスコーピング】　欲求や恐怖などの悪い影響を及
ぼすストレスを処理する

【完遂】　一度決めたことはやり切る、粘り強く取組みや
り遂げる

【主体的行動】　自分の意志や判断において自ら進んで
行動する

【建設的・創造的な討議】　議論の活発化や発展のため
に自ら集団に働きかける

【セルフアウェアネス】　自分の感情や気持ちを認識し言
葉で表現する

【独自性理解】　他者と自己の違いを認め、自己の強み
を認識する

●人に対して（Q１～Q４） ●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q１） 【親しみ易さ】　話しかけ易い雰囲気をつくる Q５）

1 無愛想な方だ 1 集団の活動には非協力的な方である

2 2

3 大抵の人には笑顔で接することができる 3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4 4

5 （人から）話しかけられやすい方だ 5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6 6

7 誰とでも気軽に話せる 7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8 8

9
初対面の人達と容易になごやかな関係をつくること
ができる

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

Q２） 【気配り】　相手の立場に立って思いやる Q６）

1 人の気持ちに鈍感な方だ 1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2 2

3 相手の立場に立って考えるように心がけている 3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4 4

5 人の気持ちを思いやることができる 5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6 6

7 特別意識しなくても、自然に気遣いをしている 7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8 8

9
相手が気づいていないようなことにまで細やかな気
配りができる

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

Q３） Q７） 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う

1 人の考え方や感情に関心がない方だ 1
他の人が困っていても、頼まれなければ手助けしな
い方だ

2 2

3 人の考え方や感情を理解するよう心がけている 3
自分の役割だけでなく、周囲の状況にも気を配るよう
に心がけている

4 4

5
相手の立場に立って、感情を受けとめながら話を聴く
ことができる

5
周囲の状況に気を配り、タイミングよく手助けすること
ができる

6 6

7
相手の感情を受けとめ、理解していることを態度や
言葉で示すことができる

7
周囲の状況に気を配るだけでなく、自分の不足して
いる点を周囲を巻き込みながら補って、課題に取組
むことができる

8 8

9
相手の感情だけでなく、価値観や発言の背景までも
理解しながら話を聴き、それを態度や言葉で示すこと
ができる

9
参加者が互いに助け合い、力を補完しあうようなしく
みや環境をつくりだすことができる

●話し合いの場面で(Q８～Q１０)

Q４） 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる Q８）

1
自分と異なる意見や価値観をもつ人とはうまくつきあ
えない方だ

1 説明が不足して話が伝わらない

2 2

3
自分と異なる意見や価値観に出会った場合、戸惑い
ながらも理解しようとする

3
自分の考えは言うが、必ずしも筋道立てた話し方が
できているとはいえない

4 4

5
自分と異なる様々な意見や価値観でも、偏見なく理
解することができる

5 自分の考えを筋道を立てて話すことができる

6 6

7
自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入
れることができる

7
自分の考えを相手にわかりやすく（相手が理解し易
いように）伝えることができる

8 8

9
自分と異なる意見や価値観を尊重し、積極的に人間
関係を広げていくことができる

9
自分の考えを明解に意志・情熱を込めて伝えること
ができる

設問１．

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

【話し合う】　話し合いに積極的に参加する、話し合いの
場づくりをする

下記Q１～Q２３について、各々、1～9の選択肢の中で、自分はどれに近いと思いますか。あてはまる数字の横の□にチェック（レ）を入れてください 　　　　　　

　＊文章のない偶数は、その前後の奇数の中間程度とお考えください。〔例：2は1と3の中間程度〕

【対人興味・共感・受容】　人に興味をもつ・相手の話に
共感し受けとめる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

氏名社会人「基礎力」セルフチェック票

●人に対して（Q１～Q４） ●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q１） 【親しみ易さ】　話しかけ易い雰囲気をつくる Q５）

1 無愛想な方だ 1 集団の活動には非協力的な方である

2 2

3 大抵の人には笑顔で接することができる 3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4 4

5 （人から）話しかけられやすい方だ 5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6 6

7 誰とでも気軽に話せる 7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8 8

9
初対面の人達と容易になごやかな関係をつくること
ができる

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

Q２） 【気配り】　相手の立場に立って思いやる Q６）

1 人の気持ちに鈍感な方だ 1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2 2

3 相手の立場に立って考えるように心がけている 3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4 4

5 人の気持ちを思いやることができる 5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6 6

7 特別意識しなくても、自然に気遣いをしている 7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8 8

9
相手が気づいていないようなことにまで細やかな気
配りができる

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

Q３） Q７） 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う

1 人の考え方や感情に関心がない方だ 1
他の人が困っていても、頼まれなければ手助けしな
い方だ

2 2

3 人の考え方や感情を理解するよう心がけている 3
自分の役割だけでなく、周囲の状況にも気を配るよう
に心がけている

4 4

5
相手の立場に立って、感情を受けとめながら話を聴く
ことができる

5
周囲の状況に気を配り、タイミングよく手助けすること
ができる

6 6

7
相手の感情を受けとめ、理解していることを態度や
言葉で示すことができる

7
周囲の状況に気を配るだけでなく、自分の不足して
いる点を周囲を巻き込みながら補って、課題に取組
むことができる

8 8

9
相手の感情だけでなく、価値観や発言の背景までも
理解しながら話を聴き、それを態度や言葉で示すこと
ができる

9
参加者が互いに助け合い、力を補完しあうようなしく
みや環境をつくりだすことができる

●話し合いの場面で(Q８～Q１０)

Q４） 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる Q８）

1
自分と異なる意見や価値観をもつ人とはうまくつきあ
えない方だ

1 説明が不足して話が伝わらない

2 2

3
自分と異なる意見や価値観に出会った場合、戸惑い
ながらも理解しようとする

3
自分の考えは言うが、必ずしも筋道立てた話し方が
できているとはいえない

4 4

5
自分と異なる様々な意見や価値観でも、偏見なく理
解することができる

5 自分の考えを筋道を立てて話すことができる

6 6

7
自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入
れることができる

7
自分の考えを相手にわかりやすく（相手が理解し易
いように）伝えることができる

8 8

9
自分と異なる意見や価値観を尊重し、積極的に人間
関係を広げていくことができる

9
自分の考えを明解に意志・情熱を込めて伝えること
ができる

設問１．

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

【話し合う】　話し合いに積極的に参加する、話し合いの
場づくりをする

下記Q１～Q２３について、各々、1～9の選択肢の中で、自分はどれに近いと思いますか。あてはまる数字の横の□にチェック（レ）を入れてください 　　　　　　

　＊文章のない偶数は、その前後の奇数の中間程度とお考えください。〔例：2は1と3の中間程度〕

【対人興味・共感・受容】　人に興味をもつ・相手の話に
共感し受けとめる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

氏名社会人「基礎力」セルフチェック票

Q６）

1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2

3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4

5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6

7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q５）

1 集団の活動には非協力的な方である

2

3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4

5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6

7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

∨

∨

Q６）

1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2

3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4

5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6

7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

Q６）

1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2

3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4

5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6

7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q５）

1 集団の活動には非協力的な方である

2

3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4

5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6

7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q５）

1 集団の活動には非協力的な方である

2

3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4

5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6

7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う

∨

∨

ルーブリックを用いた自己評価ルーブリックを用いた自己評価
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１-３ コンピテンシーの測定（通常の測定）１-３ コンピテンシーの測定（通常の測定）



■通常配点

■片方向に単調・等間隔な
配点が前提

そのように
したことは
一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

1点
2点

3点

4点

5点

そのように
したことは
一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

1点
2点

3点

4点

5点

選択肢
１ ２ ３ ４ ５

そのように
したことは
一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

1点

2点

3点

4点

5点

そのように
したことは
一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

1点

2点

3点

4点

5点

５点

４点

３点

２点

１点

選択肢
１ ２ ３ ４ ５

・従来の性格テストや能力テストにおいては、例えば５肢選択の場合、１点から５点の等間隔な配点を前提とし
て採点される。

・しかし、この方法では、項目の意味を解釈して社会的に望ましいと思う一番端の選択肢を選べば、回答者は容
易に高得点を獲得してしまうことになり、能力を正当に測定しているとは言えなくなってしまう。

能力測定における通常の配点方法能力測定における通常の配点方法

１-３ コンピテンシーの測定（通常の測定）１-３ コンピテンシーの測定（通常の測定）
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連
番

A B

１
初対面の人と話すときでも、相手と距離
をおかず親しく接する

初対面の人と話すときには、距離をとっ
て礼儀正しく接する

２
人に接するときは、壁をつくらず本音で
会話する

人に接するときには、礼儀を大切にして
丁寧に話す

３
感情に流されず、客観的な状況を分析
して判断を下してきた

客観的な情報よりも、人の気持ちや人間
関係に配慮して判断を下してきた

４
チームでものごとに取り組むときには、自
分から率先して行動してきた

チームで物事に取り組むときには、周りに
合わせて行動してきた

５
多少失礼だと思われても、相手の懐に
飛び込んでいく

失礼のないように、慎重に言葉を選ん
で話す

６
おせっかいだと思われても、周りにいろ
いろと気を回す

相手の自尊心を傷つけないように、必
要以上に余計な世話は焼かない

両側選択形式両側選択形式

１-３ コンピテンシーの測定（問題例）１-３ コンピテンシーの測定（問題例）
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連
番

項目 選択肢 低← 経験値 →高

１

チームで作業に取り
組むとき、一人だけ
手を抜いているよう
に思える人がいたら
、あなたはどのよう
に行動することが多
いですか。

A 何か困っているのではない
かと 声をかける 1   2   3   4   5

B 真剣に作業に取り組むように
注意する 1   2   3   4   5

C 黙って自分の作業に集中す
る 1   2   3   4   5

D 一緒に頑張ろうと 励ます 1   2   3   4   5

場面想定形式（短文）

１-３ コンピテンシーの測定（問題例）１-３ コンピテンシーの測定（問題例）
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設問

あなたは会社から新商品の企画開発のリーダーを任されています。あなたの部下の一
人が、面白い新商品のアイデアをもってきました。ただし、この商品はあなたの会社だ
けでは商品化が難しく、販売力のある大手企業X社、技術力のあるベンチャー企業Y社
の協力をどうしても取り付ける必要があります。ところが、あなたにはX社、Y社との人
脈はなく、会社としてもこれまで取引がありません。
あなたなら、どのように行動しますか。次のAからEのなかからから あなたの考えに1番
近いもの、2番目に近いものをそれぞれ選びなさい。

選択肢

A

B

C

D

部下に、発想は面白いが現実的には開発が難しいことを丁寧に伝える

部下に、面白い発想なので現実的な開発方法を考えるように指示する

アイデアを預かっておくことを部下に伝え、機が熟するのを待つ

知人を通じてX社、Y社にアプローチできないか考える

E すぐにY社に連絡をして協力を打診する

場面想定形式（長文）場面想定形式（長文）

17

１-３ コンピテンシーの測定（問題例）１-３ コンピテンシーの測定（問題例）



社会で活躍する若手ビジネスパーソンと学生の回答のパターンを比較し、
統計的に違いがある設問項目を抽出する（特性抽出）

社会で活躍する若手ビジネスパーソンと学生の回答のパターンを比較し、
統計的に違いがある設問項目を抽出する（特性抽出）

社会で活躍する若手ビジネスパーソンと学生の回答比率から選択肢の配点を計算する社会で活躍する若手ビジネスパーソンと学生の回答比率から選択肢の配点を計算する

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

常に
そのように

した

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

常に
そのように

した

学生群の
回答率

若手ビジ
ネスパー
ソンの
回答率

選択
肢

１ ２ ３ ４ ５
選択
肢

選択
肢

１ ２ ３ ４ ５

■配点事例１ ■配点事例２

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

【若手ビジネスパーソン】 【学生】

比較

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

常に
そのように

した

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

一度も無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことは

ほとんど無い

そのように
したことはが
何度かある

そのように
したことはが
何度かある

多くの場合
そのように

した

多くの場合
そのように

した

常に
そのように

した

常に
そのように

した
選択
肢

選択
肢

選択
肢

１-３ コンピテンシーの測定（採点方法）１-３ コンピテンシーの測定（採点方法）
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「基礎力」測定テスト（試行版・β版）実施概要

■試行版（2010年度）、β版（2011年度）

■期日：2010年４月～2011年５月実施

■対象：大学生・大学院生 9290人

■団体申込み：のべ30大学 8674人

個人申込み（河合塾ＯＢ・ＯＧが中心）
・早稲田大学、名古屋大学、京都大学、東京大学、大阪大学、中央大学、

慶応大学、神戸大学、北海道大学、他

２-１ これまでの試行概要２-１ これまでの試行概要
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女性
（3706名）

男性
（5476名）

平均値 平均値

問題解決力_総合 4.26 3.73 0.53

情報収集力 2.62 2.38 0.25

情報分析力 2.57 2.42 0.15

課題発見力 2.62 2.37 0.25

構想力 2.66 2.35 0.31

問題解決力_総合 49.86 50.53 -0.67 

コミュニケーション力・マネジメント力_総合 50.25 50.09 0.16

自己管理力_総合 50.24 50.03 0.22

情報収集力 49.93 50.35 -0.41 

情報分析力 49.56 50.81 -1.24 

課題発見力 50.17 50.58 -0.41 

構想力 50.11 49.96 0.15

親和力 50.83 49.71 1.12

協働力 50.46 49.75 0.70

統率力 49.67 50.55 -0.88 

感情制御力 50.02 50.34 -0.33 

自信創出力 50.14 50.21 -0.07 

行動持続力 50.25 49.54 0.72

実行力（実践力） 50.52 49.93 0.59

：1%有意、
：5%有意

平均値差
（女性-男性）

問
題
解
決
力

リ
テ
ラ
シ
ー

T検定の結果

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
標
準
得
点

）自己管理力

コミュニ
ケーション
力・マネジ
メント力

問題
解決力

総合

平均値の差
-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

男女

２-２ 受検者の全体傾向（男女比較）２-２ 受検者の全体傾向（男女比較）
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リテラシー

コンピテンシー

1年生
（5799名）

2年生
（1182名）

3年生
（1562名）

4年生
（302名）

平均値 平均値 平均値 平均値

問題解決力_総合 3.78 3.65 4.33 5.30

情報収集力 2.43 2.38 2.60 2.88

情報分析力 2.40 2.36 2.62 3.17

課題発見力 2.40 2.39 2.66 2.97

構想力 2.43 2.32 2.63 2.84

問題解決力_総合 50.10 50.05 49.93 53.20

コミュニケーション力・マネジメント力_総合 50.25 49.72 49.75 51.64

自己管理力_総合 49.83 50.32 50.01 53.16

情報収集力 50.06 50.23 49.90 52.00

情報分析力 50.25 49.84 50.06 52.67

課題発見力 50.15 50.48 50.48 52.82

構想力 49.92 50.17 49.57 51.79

親和力 50.22 50.07 49.73 51.99

協働力 50.21 49.41 49.57 51.27

統率力 50.20 49.84 50.09 51.21

感情制御力 50.01 50.51 49.95 52.00

自信創出力 49.89 50.49 50.23 52.32

行動持続力 49.74 50.01 49.36 52.18

実行力（実践力） 49.86 50.23 50.40 53.13

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
標
準
得
点

）
自己管理力

コミュニ
ケーション
力・マネジ
メント力

問題
解決力

総合

問
題
解
決
力

リ
テ
ラ
シ
ー

平均値の経年比較

1

2

3

4

5

6

7

1年生
（5799名）

2年生
（1182名）

3年生
（1562名）

4年生
（302名）

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

1年生
（5799名）

2年生
（1182名）

3年生
（1562名）

4年生
（302名）

１年 ２年 ３年 ４年

１年 ２年 ３年 ４年

学年

２-２ 受検者の全体傾向（学年比較）２-２ 受検者の全体傾向（学年比較）
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入試難易度
偏差値
55以上
（571名）

偏差値
45～55

（4952名）

偏差値
45未満

（3578名）

平均値 平均値 平均値

問題解決力_総合 5.87 4.25 3.11

情報収集力 3.11 2.55 2.25

情報分析力 3.46 2.62 2.08

課題発見力 3.06 2.61 2.17

構想力 3.11 2.64 2.10

問題解決力_総合 51.98 50.20 49.88

コミュニケーション力・マネジメント力_総合 50.38 50.36 49.81

自己管理力_総合 52.56 50.06 49.61

情報収集力 50.73 50.22 49.90

情報分析力 50.95 50.22 50.18

課題発見力 52.84 50.27 50.10

構想力 52.20 50.02 49.53

親和力 51.10 50.37 49.69

協働力 49.91 50.40 49.55

統率力 50.41 50.21 50.12

感情制御力 52.55 50.08 49.92

自信創出力 52.02 50.10 49.85

行動持続力 51.40 49.81 49.47

実行力（実践力） 52.45 50.27 49.49

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
標
準
得
点

）

自己管理力

コミュニ
ケーション
力・マネジ
メント力

問題
解決力

総合

問
題
解
決
力

リ
テ
ラ
シ
ー

平均値の入試難易度別比較

1

2

3

4

5

6

7

５５以上 ４５以上 ４５未満

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

５５以上 ４５以上 ４５未満

リテラシー

コンピテンシー

２-２ 受検者の全体傾向（入試難易度比較）２-２ 受検者の全体傾向（入試難易度比較）
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文理
文系

（7641名）
理系

（1424名）

平均値 平均値

問題解決力_総合 3.74 4.81 -1.08 

情報収集力 2.41 2.76 -0.35 

情報分析力 2.36 2.98 -0.62 

課題発見力 2.40 2.79 -0.39 

構想力 2.42 2.66 -0.24 

問題解決力_総合 50.05 50.85 -0.80 

コミュニケーション力・マネジメント力_総合 50.46 48.60 1.87

自己管理力_総合 50.17 49.47 0.69

情報収集力 50.12 50.16 -0.04 

情報分析力 50.02 51.42 -1.40 

課題発見力 50.13 51.54 -1.41 

構想力 50.09 49.40 0.69

親和力 50.37 49.11 1.26

協働力 50.31 48.74 1.57

統率力 50.54 48.45 2.09

感情制御力 50.24 49.89 0.35

自信創出力 50.28 49.35 0.94

行動持続力 49.94 49.04 0.90

実行力（実践力） 50.17 49.77 0.40

：1%有意、
：5%有意

平均値差
（文系-理

系）

問
題
解
決
力

リ
テ
ラ
シ
ー

T検定の結果

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
標
準
得
点

）
自己管理力

コミュニ
ケーション
力・マネジ
メント力

問題
解決力

総合

平均値の差

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

-3.0 -1.5 0.0 1.5 3.0
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２-２ 受検者の全体傾向（文理比較）２-２ 受検者の全体傾向（文理比較）



３-１ 測定結果の活用（学生向）３-１ 測定結果の活用（学生向）

１．自分の現状を知り、大学生活の
目標と行動計画を立てることが
出来ます。

１．自分の現状を知り、大学生活の
目標と行動計画を立てることが
出来ます。

２．「社会で求められる力」に合わ
せて、自分を表現する言葉を見
つけることができ、自己ＰＲが書
けるようになります。

２．「社会で求められる力」に合わ
せて、自分を表現する言葉を見
つけることができ、自己ＰＲが書
けるようになります。
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Ａ学部平均 Ｂ学部平均

対自己基礎力

対
人
基
礎
力

●Ａ学部
●Ｂ学部対課題基礎力

対
人
基
礎
力

●Ａ学部
●Ｂ学部

全体傾向の表示はイメージです

１．学生の強み・弱みのデータを基に、
全学・学部・学科の課題を発見し、
カリキュラム改革やＦＤ等の施策
立案に活かすことが出来ます。

１．学生の強み・弱みのデータを基に、
全学・学部・学科の課題を発見し、
カリキュラム改革やＦＤ等の施策
立案に活かすことが出来ます。

２．複数の対象集団や、経年でデータ
を収集することで、施策の進捗や
成果を把握することが出来ます。

２．複数の対象集団や、経年でデータ
を収集することで、施策の進捗や
成果を把握することが出来ます。
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３-２ 測定結果の活用（学校向）３-２ 測定結果の活用（学校向）



認証評価（第１サイクル）認証評価（第１サイクル） 認証評価（第２サイクル）認証評価（第２サイクル）

2011年度2004年度

見直しポイント

① 自己点検・評価は、自主的な質保証の

一環であることを徹底

② 「評価基準」を限定し、これに大学独自

の点検・評価項目を設ける

③ 客観性のある証拠（エビデン
ス）を重視する

③ 客観性のある証拠（エビデン
ス）を重視する

日
本
高
等

教
育
評
価
機
構

「教育目的の達成状況の
評価とフィードバック」

「教育目的の達成状況の
評価とフィードバック」

・ 教育目的の達成状況の評価に関す

る研究、またはその評価結果の分析
および教育改善へのフィードバック
を示す資料を提出すること

・ 教育目的の達成状況の評価に関す

る研究、またはその評価結果の分析
および教育改善へのフィードバック
を示す資料を提出すること

評
価
基
準
項
目

① ＰＤＣＡサイクルが十分に機能するよう
内部質保証システムに注目する

② 教育活動を中心に、適切な水準の
維持と、その向上能力について

客観的根拠（エビデンス）に
基づき証明する

② 教育活動を中心に、適切な水準の
維持と、その向上能力について

客観的根拠（エビデンス）に
基づき証明する

大
学
基
準
協
会

「教育の内部質保証
システム」

「教育の内部質保証
システム」

・教育の取組状況や大学の教育を通
じて学生が身に付けた学習成果に
ついて自己点検・評価し、教育の質
を保証する

・教育の取組状況や大学の教育を通
じて学生が身に付けた学習成果に
ついて自己点検・評価し、教育の質
を保証する

評
価
基
準
項
目

見直しポイント

３-２ 測定結果の活用（学校向）３-２ 測定結果の活用（学校向）
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情報収集力 情報分析力 課題発見力 構想力 課題発見力 計画立案力 実践力 親和力 協働力 統率力
課題発見・課題
解決に必要な情
報を見定め、適
切な手段を用い
て収集・調査、整
理する力

収集した個々の
情報を多角的に
分析し、現状を
把握する力

現象や事実の中
に隠れている問
題点やその要因
発見し、解決す
べき課題を設定
する力

さまざまな条件・
制約を考慮し
て、解決策を吟
味・選択し、具体
化する力

課題の所在を明
らかにし、必要な
情報分析を行う
力。構成要素
は、情報収集・本
質理解・原因分
析など。

問題解決のため
の効果的な計画
を立てる力。構
成要素は、目標
設定・計画評価・
リスク分析など。

効果的な計画に
沿った実践行動
を取る力。構成
要素は、実践行
動・修正・調整・
検証・改善など。

円満な人間関係
を築く力。構成要
素は、親しみ易
さ・気配り・対人
興味・多様性理
解・人脈形成な
ど。

協力的に仕事を
進める力。構成
要素は、役割理
解・連携行動・相
互支援・相談・指
導・他者の動機
づけなど。

場を読み、目標
に向かって組織
を動かす力。構
成要素は、意見
を主張する・創造
的な討議・意見
の調整・交渉・説
得など。

気
コ
力
は
ア
コ
ス
ど

ホテルで活躍している現役ホテ
ルマン（部門長）から話を訊く ○ ○ ○

予習をして、事前に質問事項を
考えておいてもらう ○ ○ ○

履修学生諸君からの質問を歓
迎する ○ ○ ○ ○

組織、サービス提供システム、
収支構造などを理解する ○ ○ ○

毎回その日の講義のキーワー
ドを選び、カードに書き込む ○ ○ ○ ○

ロビー、客室、レストラン、宴会
場、チャペルなどを視察する ○ ○

新聞・雑誌記事のコピーを配
り、世の中で起こっている大事
な事柄を解説する

○ ○ ○ ○

教員からの質問には一生懸命
考えて、できる限り回答する ○ ○ ○

英語の専門用語は、辞書で意
味、発音、アクセントを確認する
習慣をつける

○ ○

3～4人一組のチームでレストラ
ンを視察し、評価レポートと改
善案を作る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンピテンシー

対課題基礎力 対人基礎力
　　　　　　　　　ＰＲＯＧ

　　授業内容
　　（シラバスより）

ホ
テ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
Ａ

宿
泊
業
論

リテラシー

３-３ 評価と育成（授業のペタゴジーを考える）３-３ 評価と育成（授業のペタゴジーを考える）
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カリキュラム・マップ作成のための先生アンケート例カリキュラム・マップ作成のための先生アンケート例

３-３ 評価と育成（授業のペタゴジーを考える）３-３ 評価と育成（授業のペタゴジーを考える）
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Ｑ．先生の授業ではどのような取り組みを行っていらっしゃいますか？
　　または、どのよう経験ができますか？　当該授業の内容がどの程度あてはまる
    かをお答え下さい。
　　※まだ、実施されていない場合も、現在お考えの授業内容をイメージしながら
       お答え下さい。

全く行って
いない

稀に行っ
ている

たまに
行ってい
る

しばしば
行ってい
る

おおむね
常に行っ
ている

Q1 物事の関係性を図示して捉えるよう指導している 1 2 3 4 5

Q2 専門に進むための基礎的知識を学習させている 1 2 3 4 5

Q3 目に見える事実から、その背後にあるパターンや概念を考えさせるようにしている 1 2 3 4 5

Q4 社会的なマナーや法律を遵守するよう指導している 1 2 3 4 5

Q5 情報を発信したり吸収したり、学生相互に情報をやり取りする機会を作っている 1 2 3 4 5

Q6 物事を分類する基準（枠組み）や根拠を考えさせるようにしている 1 2 3 4 5

Q7 様々な情報を基にしながら、柔軟に仮説を立てるよう指導している 1 2 3 4 5

Q8 様々な情報源を目的に応じて適切に活用できるよう指導している 1 2 3 4 5

Q9 論理的に考察した結果を、相手に伝わり易いように的確にまとめるよう指導している 1 2 3 4 5

Q10 目標を達するまでの具体的な行動計画を立てるような機会を作っている 1 2 3 4 5

Q11 人に頼らず自分の意思で判断し、課題に取り組ませるようにしている 1 2 3 4 5

Q12 自分の意見や提案が、周囲から受け入れられる経験をさせるようにしている 1 2 3 4 5

Q13 相手が興味を持つように、表現豊かに話したり書いたりする機会を作っている 1 2 3 4 5

Q14 課題解決のために、様々なアイデアを出させるようにしている 1 2 3 4 5



専門演習Ⅰ（フィールドワーク） ● ● ●

社会福祉入門 ● ● ● ●

社会学概論 ● ● ● ●

発達心理学Ⅰ ● ● ● ●

社会教育学入門 ● ● ● ●

社会保障入門 ● ● ●

公的支援論 ● ● ●

医学概論Ⅰ ● ● ● ●

介護論 ● ● ●

精神分析学入門 ● ● ● ●

健康保健学入門 ● ● ●

福祉学概論 ● ● ●

福祉政策論 ● ● ● ●

公共政策論 ● ● ● ● ●

授業名 親和力 協働力 統率力
感情制
御力

実践力
自信創
出力

行動持
続力

課題発
見力

計画立
案力

カリキュラム・マップ（マトリックス）の例

３-３ 評価と育成（授業のペタゴジーを考える）３-３ 評価と育成（授業のペタゴジーを考える）
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Diploma Policy

Admission Policy／選抜・ＡＯ・推薦

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
／
プ
ロ
グ
レ
ス
シ
ー
ト

Curriculum･Policy

専門教育
↑

初年次教育

＋

キャリア教育

アセスメント（客観測定）

アセスメント（客観測定）

学生自身の
ＰＤＣＡ

↑
目標設定

育成
プログラム

就職活動・進学準備

課内活動課内活動 課外活動課外活動

学士課程トータルで考えた評価と育成モデル学士課程トータルで考えた評価と育成モデル
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３-３ 評価と育成（トータルモデル）３-３ 評価と育成（トータルモデル）



モデル特性
の抽出

モデル特性の
尺度化

モデル特性の
尺度化

●輩出人材のモデル
となる人々

■基礎力テスト

●在学生

①現状把握
②育成目標の設定

独自モデルによる測定

モデル特性の把握
【分析】

【報告】

地域企業や、
ＯＢ・ＯＧを
モデルとして

独自の基礎力育成・
評価が可能に。

地域企業や、
ＯＢ・ＯＧを
モデルとして

独自の基礎力育成・
評価が可能に。

３-３ 評価と育成（独自モデル）３-３ 評価と育成（独自モデル）
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